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A.研究目的 
 現在 HIV検査は、土曜・日曜・夜間検査、即
日検査やNAT検査等の検査希望者のニーズに合
わせた検査が、保健所・病院・民間クリニック等

の検査・医療機関で行われている。それらに加え

て、インターネット上では、検査希望者が検査機

関に行くことなしに HIV検査を受検することが
できる“HIV郵送検査”を取り扱うWebサイト
が存在し、その検査割合は増加しつつある。 

HIV郵送検査の多くは、血液をろ紙に採取し乾
燥させた乾燥ろ紙血を検体として用いている。そ

の検査は CLEIA 法等によるスクリーニング検査
であり、確認検査はほとんど行われていない。 
本研究では、確認検査で用いられる Geenius 

HIV 1/2キット（バイオ・ラッド、以下 Geenius）
を使用し、検体として再構成全血と乾燥ろ紙血そ

れぞれの感度の抗体価を調べることにより、乾燥

ろ紙血の感度低下の有無を調査し、Geeniusの検
体として乾燥ろ紙血が使用できる可能性を検討

した。 
 
B.研究方法 
パネル血漿と健常人血球を用いて再構成全血

を作成した。また再構成全血をろ紙に滴下して乾

燥することにより乾燥ろ紙血を作成した。その後、

乾燥ろ紙血から乾燥ろ紙血抽出液を作成し、再構

成全血と乾燥ろ紙血それぞれについて希釈系列

を作成し、Geeniusおよび PA法による抗体価を
測定した。 
＜材料＞ 
 以下の HIV陽性血漿 4種類のパネル血漿を用
いて、再構成全血および乾燥ろ紙血を作成した。 
HIV① SeroDetect HIV-Ab Range Validation 
Panel KZM024, #10, ZeptoMetrix社 

研究要旨 
HIV郵送検査の多くは、血液をろ紙に採取し乾燥させた乾燥ろ紙血を検体として用いている。その
検査は CLEIA 法等によるスクリーニング検査であり、確認検査はほとんど行われていない。本研究
では、確認検査で用いられる Geeniusを使用し、検体として再構成全血およびそれをもとに作成した
乾燥ろ紙血それぞれの抗体価を調べることにより、乾燥ろ紙血を検体として使用した場合の感度低下

の有無を調査し、Geeniusの検体として乾燥ろ紙血が使用できる可能性を検討した。はじめに 4種類
の HIV陽性パネル血漿と健常人血球を混合してそれぞれ再構成全血を作成し、抗体価を測定した。次
に再構成全血をろ紙に滴下し 24 時間以上乾燥させて乾燥ろ紙血を作成した。その後、全血の 4 倍量
の Geenius展開液を用いて 3時間振盪し抗体を抽出することにより乾燥ろ紙血抽出液を作成し、抽出
液 60 µlを使用して抗体価を測定した。その結果、再構成全血と乾燥ろ紙抽出液の抗体価は 4種類す
べての検体で同じであり、乾燥ろ紙血は再構成全血と同じ感度を得られることが分かった。今後臨床

検体を調査することにより、郵送検査陽性の確認検査に Geeniusが用いることが可能か調査を行いた
い。 
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できる“HIV郵送検査”を取り扱うWebサイト
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であり、確認検査はほとんど行われていない。 
本研究では、確認検査で用いられる Geenius 
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を使用し、検体として再構成全血と乾燥ろ紙血そ

れぞれの感度の抗体価を調べることにより、乾燥

ろ紙血の感度低下の有無を調査し、Geeniusの検
体として乾燥ろ紙血が使用できる可能性を検討
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B.研究方法 
パネル血漿と健常人血球を用いて再構成全血

を作成した。また再構成全血をろ紙に滴下して乾

燥することにより乾燥ろ紙血を作成した。その後、
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成全血と乾燥ろ紙血それぞれについて希釈系列
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 以下の HIV陽性血漿 4種類のパネル血漿を用
いて、再構成全血および乾燥ろ紙血を作成した。 
HIV① SeroDetect HIV-Ab Range Validation 
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研究要旨 
HIV郵送検査の多くは、血液をろ紙に採取し乾燥させた乾燥ろ紙血を検体として用いている。その
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に再構成全血をろ紙に滴下し 24 時間以上乾燥させて乾燥ろ紙血を作成した。その後、全血の 4 倍量
の Geenius展開液を用いて 3時間振盪し抗体を抽出することにより乾燥ろ紙血抽出液を作成し、抽出
液 60 µlを使用して抗体価を測定した。その結果、再構成全血と乾燥ろ紙抽出液の抗体価は 4種類す
べての検体で同じであり、乾燥ろ紙血は再構成全血と同じ感度を得られることが分かった。今後臨床

検体を調査することにより、郵送検査陽性の確認検査に Geeniusが用いることが可能か調査を行いた
い。 

 

 

HIV② SeroDetect HIV-Ab Range Validation 
Panel KZM024, #7, ZeptoMetrix社 
HIV③ SeroDetect HIV-Ab Range Validation 
Panel KZM024, #8, ZeptoMetrix社 
HIV④ SeroDetect HIV-Ab Range Validation 
Panel KZM024, #9, ZeptoMetrix社 
 
＜再構成全血作成＞ 
 健常人血液を 200 x gで 5分間遠心し、血漿を
除いて健常人血球を分離した。パネル血漿 55%に
対し健常人血球 45%を加えて、4種類のパネル血
漿それぞれについて再構成全血を作成した。再構

成全血HIV①の検体量は 200 µl、再構成全血HIV
②、③、④は各 100 µl作成した。 
＜乾燥ろ紙血作成＞ 
再構成全血HIV①を 3枚のろ紙に各 50μl滴下

し、24時間以上乾燥させて乾燥ろ紙血を作成した。
また、再構成全血 HIV②、③、④を 1枚のろ紙に
50μl滴下し、同様に乾燥ろ紙血を作成した。 
＜乾燥ろ紙血抽出液作成＞ 
乾燥ろ紙血を 1.5 ml チューブに入れ、200 µl

の Geenius 展開液（測定キットに添付）または
PA 血清希釈液（測定キットに添付）を加えて室
温で 3時間以上振盪して抗体を抽出し、ろ紙を除
いた溶液を乾燥ろ紙血抽出液とした。 
＜抗体価測定＞ 

Geeniusの測定方法および判定は、検体量を除
き添付説明書に準拠した。PA法はジェネディア
HIV-1/2ミックス PA（富士レビオ）のキットを使
用した。測定方法および判定は、添付説明書に準

拠した。 
＜測定検討＞ 
1. 再構成全血の抗体価測定 
 再構成全血 4検体について、Geeniusを用いて
最終的に陽性となる希釈倍数である抗体価を測

定した。希釈は健常人血漿 55%、健常人血球 45%
で作成した陰性再構成全血を用いた。検体量は全

血検体と同様に 15 µlを用いた。 
2. 抗体抽出に用いる溶媒の検討 

 抗体抽出に用いる溶媒の検討のため、Geenius
のキットに添付されている Geenius展開液と、以
前の検討で PAによる抗体価の低下がほぼ見られ
なかったPA血清希釈液の2種類の溶媒を用いた。
乾燥ろ紙血 HIV①について、2種類の溶媒で乾燥
ろ紙血抽出液を作成し、Geeniusを用いてそれぞ
れの抗体価を測定し、再構成全血の抗体価と比較

した。検体希釈はそれぞれ抽出を行った溶媒を用

いた。検体量は全血検体と同様に 15 µlを用いた。 
3. 検体量による影響の検討 
 検体量による影響の検討のため、乾燥ろ紙血抽

出液の検体量を60 µl にした場合のGeeniusの抗
体価を測定し、再構成全血との抗体価と比較した。

検体滴下後の展開液滴下は 15 µl とした。検体希
釈は Geenius展開液を用いた。 
4. 検体による影響の検討 
 検体による影響の検討のため、乾燥ろ紙血HIV
②、③、④について Geenius展開液で抗体を抽出
し、Geeniusを用いてそれぞれの抗体価を測定し
て再構成全血の抗体価と比較した。検体希釈は

Geenius展開液を用いた。検体量は60 µl用いた。 
5. Geeniusと PA法の抗体価の比較 
 Geeniusと PA法の抗体価の比較のため、
Geenius展開液で抗体を抽出したろ紙抽出液 4種
類について、PA法でそれぞれの抗体価を測定し、
Geeniusとの抗体価を比較した。検体希釈は PA
血清希釈液を用いた。 
 
C.研究結果 
1. 再構成全血の抗体価測定 
再構成全血 4検体について、Geenius抗体価を

表 1に示した。HIV①の再構成全血抗体価は 100
倍、HIV②と③の抗体価は 2倍、HIV④の抗体価
は 20倍であった。 
2. 抗体抽出に用いる溶媒の検討 

HIV①の再構成全血と乾燥ろ紙血抽出液の
Geenius抗体価を表 2に示した。乾燥ろ紙血抽出
液の抗体価は、Geenius展開液と PA血清希釈液
で抗体を抽出した 2種類を示した。再構成全血の
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抗体価が 100倍なのに対し、乾燥ろ紙血抽出液の
抗体価は Geenius展開液、PA血清希釈液とも 25
倍であった。 
3. 検体量による影響の検討 

HIV①の再構成全血と 60 µlの検体量を用いた
場合の乾燥ろ紙血抽出液のGeenius抗体価を表 3
に示した。乾燥ろ紙血抽出液の抗体価は、溶媒と

してGeenius展開液とPA血清希釈液で抗体を抽
出した 2種類を示した。再構成全血の抗体価が
100倍なのに対し、乾燥ろ紙血抽出液の抗体価は
Geenius展開液、PA血清希釈液とも 100倍であ
った。 
4. 検体による影響の検討 

HIV①、②、③、④について、再構成全血と乾
燥ろ紙血抽出液のGeenius抗体価を表4に示した。
乾燥ろ紙血抽出液の抗体価は、HIV①が 100倍、
HIV②と③が 2倍、HIV④が 20倍であり、4種類
すべての検体で再構成全血の抗体価と同じであ

った。 
5. Geeniusと PA法の抗体価の比較 

HIV①、②、③、④のろ紙抽出液について、
Geeniusと PA法の抗体価を表 5に示した。HIV
①の PA抗体価は 8000倍であり、Geenius抗体
価の 100倍と比較すると 80倍感度が高かった。
HIV②の PA抗体価は 200倍であり、Geenius抗
体価の 2倍と比較すると 100倍感度が高かった。
HIV③の PA抗体価は 400倍であり、Geenius抗
体価の 2倍と比較すると 200倍感度が高かった。
HIV④の PA抗体価は 2000倍であり、Geenius
抗体価の 20倍と比較すると 100倍であった感度
が高かった。 
 
D.考察 
乾燥ろ紙血を用いて Geeniusで測定した場合、

再構成全血を用いた測定と比較して感度が低下

するかを検討するため、以下の実験をおこなった。 
はじめに再構成全血を作成し、Geeniusによる

抗体価を測定して基準とした（表 1）。乾燥ろ紙血
作成後、4倍量の溶媒で 3時間振盪して抗体の抽

出を行い、再構成全血と乾燥ろ紙血抽出液の

Geeniusによる抗体価を比較した結果、2種類の
乾燥ろ紙血抽出液とも再構成全血の 1/4の抗体価
であった（表 2）。乾燥ろ紙血から抗体を抽出する
際に 4倍の溶媒で抽出を行っていることから、2
種類の溶媒ともほぼすべての抗体を回収してい

ることが分かった。 
また乾燥ろ紙血抽出液でも全血と同程度の感

度で測定できること目的として、検体量を 4倍に
することによる感度への影響を検討した結果、2
種類の溶媒とも検体量を 4倍としても感度への影
響がなかったことが示された（表 3）。この結果は、
4種類の再構成全血と乾燥ろ紙血抽出液を比較し
ても同様であった（表 4）。 
これらの結果から、乾燥ろ紙血を全血の 4倍量

の Geenius展開液を用いて 3時間振盪抽出し、乾
燥ろ紙血抽出液を 60 µl使用することにより、全
血での測定と同じ感度を得られることが分かっ

た。またGeeniusとPA法の感度を比較した結果、
Geeniusの感度は PA法のおよそ 1/80～1/200で
あることが分かった（表 5）。 
本研究により、確認検査として用いられている

Geeniusの検体として、乾燥ろ紙血が使用できる
可能性が示された。今後郵送検査会社と協力し、

臨床検体を調査することにより、郵送検査陽性の

確認検査に Geeniusが用いることが可能か調査
を行いたい。 
将来、検体の適用拡大で乾燥ろ紙血が Geenius
の検体として認められた場合、受検者が自宅にい

てもスクリーニング検査から確認検査まで行う

ことが可能となる。近年コロナ禍の影響により遠

隔医療が普及し始めており、郵送検査による HIV
検査が受検しやすくなる一方、個人情報保護、検

査相談、医療機関へのフォローアップ等の支援が

より必要になると考えられる。 
 
E.結論 
郵送検査で用いられる乾燥ろ紙血を検体とし

て、確認検査キットである Geeniusで測定した場
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場合の乾燥ろ紙血抽出液のGeenius抗体価を表 3
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すべての検体で再構成全血の抗体価と同じであ

った。 
5. Geeniusと PA法の抗体価の比較 

HIV①、②、③、④のろ紙抽出液について、
Geeniusと PA法の抗体価を表 5に示した。HIV
①の PA抗体価は 8000倍であり、Geenius抗体
価の 100倍と比較すると 80倍感度が高かった。
HIV②の PA抗体価は 200倍であり、Geenius抗
体価の 2倍と比較すると 100倍感度が高かった。
HIV③の PA抗体価は 400倍であり、Geenius抗
体価の 2倍と比較すると 200倍感度が高かった。
HIV④の PA抗体価は 2000倍であり、Geenius
抗体価の 20倍と比較すると 100倍であった感度
が高かった。 
 
D.考察 
乾燥ろ紙血を用いて Geeniusで測定した場合、

再構成全血を用いた測定と比較して感度が低下

するかを検討するため、以下の実験をおこなった。 
はじめに再構成全血を作成し、Geeniusによる

抗体価を測定して基準とした（表 1）。乾燥ろ紙血
作成後、4倍量の溶媒で 3時間振盪して抗体の抽

出を行い、再構成全血と乾燥ろ紙血抽出液の

Geeniusによる抗体価を比較した結果、2種類の
乾燥ろ紙血抽出液とも再構成全血の 1/4の抗体価
であった（表 2）。乾燥ろ紙血から抗体を抽出する
際に 4倍の溶媒で抽出を行っていることから、2
種類の溶媒ともほぼすべての抗体を回収してい

ることが分かった。 
また乾燥ろ紙血抽出液でも全血と同程度の感

度で測定できること目的として、検体量を 4倍に
することによる感度への影響を検討した結果、2
種類の溶媒とも検体量を 4倍としても感度への影
響がなかったことが示された（表 3）。この結果は、
4種類の再構成全血と乾燥ろ紙血抽出液を比較し
ても同様であった（表 4）。 
これらの結果から、乾燥ろ紙血を全血の 4倍量
の Geenius展開液を用いて 3時間振盪抽出し、乾
燥ろ紙血抽出液を 60 µl使用することにより、全
血での測定と同じ感度を得られることが分かっ

た。またGeeniusとPA法の感度を比較した結果、
Geeniusの感度は PA法のおよそ 1/80～1/200で
あることが分かった（表 5）。 
本研究により、確認検査として用いられている

Geeniusの検体として、乾燥ろ紙血が使用できる
可能性が示された。今後郵送検査会社と協力し、

臨床検体を調査することにより、郵送検査陽性の

確認検査に Geeniusが用いることが可能か調査
を行いたい。 
将来、検体の適用拡大で乾燥ろ紙血が Geenius
の検体として認められた場合、受検者が自宅にい

てもスクリーニング検査から確認検査まで行う

ことが可能となる。近年コロナ禍の影響により遠

隔医療が普及し始めており、郵送検査による HIV
検査が受検しやすくなる一方、個人情報保護、検

査相談、医療機関へのフォローアップ等の支援が

より必要になると考えられる。 
 
E.結論 
郵送検査で用いられる乾燥ろ紙血を検体とし

て、確認検査キットである Geeniusで測定した場

 

 

合の感度への影響を検討した結果、乾燥ろ紙血か

ら全血の 4倍量のGeenius展開液を用いて 3時間
振盪抽出し、ろ紙抽出液を 60 µl使用することに
より、全血での測定と同じ感度を得られることが

分かった。 
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表 1 再構成全血の抗体価測定 

 

 
 
表 2 抗体抽出に用いる溶媒の検討 

 
 
 
表 3 検体量による影響の検討 

 
 
 
表 4 検体による影響の検討 

 
 
 
表 5 Geeniusと PA法の抗体価の比較 

 

x1 x2 x4 x8 x10 x20 x40 x80 x100 x200
HIV① ＋ ＋ ＋ ± x100
HIV② ＋ ＋ ± － x2
HIV③ ＋ ＋ ± － x2
HIV④ ＋ ＋ ＋ ± － x20

検体量

15 ul

希釈検体測定結果 Geenius
抗体価検体 検体種類

再構成全血

x1 x2 x4 x8 x10 x20 x25 x40 x80 x100 x200
再構成全血 ＋ ＋ ＋ ± x100

PA血清希釈液 ＋ ＋ ＋ ± x25 25%
Geenius展開液 ＋ ＋ ＋ ± x25 25%

希釈検体測定結果

15 ul

Geenius
抗体価

再構成全血に
対する割合(%)

HIV①

乾燥ろ紙血
抽出液

検体 検体種類 抗体抽出溶媒 検体量

x1 x2 x4 x8 x10 x20 x40 x80 x100 x200
再構成全血 15 ul ＋ ＋ ＋ ± x100

PA血清希釈液 ＋ ± x100 100%
Geenius展開液 ＋ ± x100 100%60 ul

Geenius
抗体価

再構成全血に
対する割合(%)

HIV①

乾燥ろ紙血
抽出液

検体 検体種類 抗体抽出溶媒 検体量
希釈倍数

x1 x2 x4 x8 x10 x20 x40 x80 x100 x200

再構成全血 15 ul ＋ ＋ ＋ ± x100
乾燥ろ紙血抽出液 Geenius展開液 60 ul ＋ ± x100 100%

再構成全血 15 ul ＋ ＋ ± － x2
乾燥ろ紙血抽出液 Geenius展開液 60 ul ＋ ± x2 100%

再構成全血 15 ul ＋ ＋ ± － x2
乾燥ろ紙血抽出液 Geenius展開液 60 ul ＋ ± x2 100%

再構成全血 15 ul ＋ ＋ ＋ ± － x20
乾燥ろ紙血抽出液 Geenius展開液 60 ul ＋ ± x20 100%

再構成全血に
対する割合(%)

HIV①

HIV②

HIV③

HIV④

検体 検体種類 抗体抽出溶媒 検体量

希釈倍数（全血検体換算） Geenius
抗体価

HIV① x100 x8000 80
HIV② x2 x200 100
HIV③ x2 x400 200
HIV④ x20 x2000 100

検体 検体種類 抗体抽出溶媒

Geenius
抗体価

乾燥ろ紙血
抽出液 Geenius展開液

PA/Geenius
PA

抗体価
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